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１．はじめに
　わが国の中等～高等教育が大学入試で断絶してお
り、若い人々の思考を停止させ、国家の人材育成に
も支障を来しているという指摘は以前からなされて
いるが、大学入試のありかたはいっこうに改善され
る気配はない。センター入試（かつては共通一次と
言った）、一般入試の前期と後期の分割、入試科目
数の削減、最近ではAO入試の導入などの施策は入
試改善のためだとそれらの立案関係者は主張するで
あろうが、それらは何ら改善策にならなかったし、
またならないと思われる。ことに最悪は高校教育に
おける理科、社会の選択制と、それに対応する大学
入試科目の削減である。入試に必要な科目以外を高
校生は学ぼうとしないし、高校教師も教えようとし
なくなったようである。その結果、わが国の中等教
育修了者の知識の幅が狭くなるとともに、学力の低
化を招き、幅広い教養のもとに社会で活躍する人
材が少なくなったと言っても過言ではないだろう。
もっとも、いわゆる「ゆとり教育」の愚かさをようや
く社会は気付いたようである。しかしながら、なぜ
知識が必要なのかという根本的な問いかけは置き去
りにされたままである。
　もっとも中等教育を改善させるための施策のなか
には高校と大学の間の思考の連続性を保てる可能性
のあるものも含まれている。「高大連携」と呼ばれる
施策がそれで、高校教育に大学からの情報を取り入
れることは、高校生が勉強するモチベーションを高
めることになり、より深い教養へのガイドとなる
可能性がある。筆者個人の話で恐縮だが、高校3年
生の時に両生類発生学の川村智次郎博士（当時広島
大学教授で、高校の先輩であった）の講演を聴いて、
研究することの面白さにじかに触れたことを今でも
記憶している。「高大連携」は高校側には大学入試に
有利な情報を得ようとする、大学側には優秀な受験
生を確保するという現実的な問題が優先しているの
だが、筆者はこのような思惑も受験対策中心のわが
国の中等教育を打開するための突破口になる可能性
を感じている。
　生物学分野を教える者の立場にたってみると、最
近の学生は「生きもの」を知らないことを痛感する。
以前から大学受験では生物は「暗記教科」とされてい
るが、その傾向がより強まっているように思う。こ
れは、受験偏重の中等教育が、実験や実習を軽んじ

た受験対策の授業を行っているためだけでなく、高
校の生物が実験を実施しようとしても不可能な内容
まで含む教育プログラムのためでもある。「遺伝子組
換え」という内容は現代の高校生物教育のジレンマ
を現す単元といえる。このような内容が大学側から
高校教育を補完し、両者の溝を埋める鍵となるよう
である。

２．高大連携講座の姿
　　（虎姫高校との事例について）
　2003年の春だったと思う。当時フロンティア・ハ
イスクールの指定を受けた虎姫高校の生物担当の
I先生の訪問を受け、高校生への講義と実験・実習
からなるセミナーの開催依頼を受けた。詳しい経緯
は忘れてしまったが、大学のホームページか「知の
リソース」の情報から、生物分野で講義を希望する
遺伝子分野の担当教員として私の名がでてきたと記
憶している。先に述べたように高校と大学の教育の
ギャップの解消が必要と感じていた私はI先生の趣
旨に賛同し、要請を受諾した。希望内容は遺伝子組
換えの講義と実習であったが、環境問題に関係深い
生態学の分野（この分野もゆとり教育の高校生物で
軽んじられている）も加えることを提案して受け入
れてもらい、虎姫高校との連携講座が始まった。最
初の受諾は個人としての判断であり、遺伝子分野で
は入江先生、生態学分野では沢田先生か伴先生に協
力を要請することになった。毎年、夏休みの期間に
1日をDNAの実験、1日を生態学の実験・実習にあ
てている。なお、物理と化学については工学部が担
当している。
　虎姫高校との連携講座で行っている理科３科目の
うち、生物分野の内容は以下のとおりである。
　DNAに関する情報は、遺伝子組換えやDNA鑑
定など今日では社会に必須となっているが、やはり
遺伝子組換え実験に関する要望が強い。虎姫高校の
場合も、それに応えるかたちで発光クラゲの発光遺
伝子を大腸菌に導入するという実験を行っている。
遺伝子組換え実験はバイオハザード対応型の設備が
必要なこと、組換えDNA委員会を設置しなければ
ならないことなど、高校で実験を行うことが無理な
内容である。また、高校生物の指導要綱ではなぜ遺
伝子組換えが可能なのかについての原理までの教育
を求めていない。実験内容を基本から理解させるた

高大連携について思うこと
長谷川　博

生物資源管理学科
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めに、本学での実習を前に長谷川が虎姫高校に出向
き、高校では教わらない点を含めてDNAの基礎知
識と実習の概要を講義している。予備講義ができな
い年があったが、その年は実習における参加生徒の
取り組み姿勢に消極性が見られた。未知の領域の実
験を行うためには、予備講義が必ず必要なことを痛
感した。本学での実習は、DNAの抽出と遺伝子組
換え実験の基礎操作の習得である。実験に必要な試
薬等はすべて担当者が準備しているし、遺伝子組換
えが成功して大腸菌の発光が見られるまでには時間
を要することから、事前に組換え体を準備しておく
こともある。それでも、大腸菌が青白い蛍光を発し
ていることに毎年参加生徒から感嘆の声がもれる。
参加生徒の感想を聞くと、遺伝子組換え実験の体験
ができたことの他に、高校では用いることのできな
い機器、実験器具を使えたこととTAに起用した院
生と学生に対して親しみを感じたという点が毎年上
位を占める。前者の意見は当初の目的通りであるが、
後者の意見は今後の高大連携に参考になる点が多
い。院生の場合、引率の教師よりも年齢が上であっ
ても、学生ということで高校生には親しみがわくの
だろう。しっかりとした院生を育てることは、研究
面のみならず、科学の案内役としても重要なことを
高大連携講座を引き受けて痛感した。なお、遺伝子
組換えについては賛否両論があるが、感情的な反対
論もあり、正確な知識・情報に基づく議論が必要で
ある。この講座は正しい分子生物学・バイオテクノ
ロジーの理解に役立っていると考えられる。
　生態学分野においてはデータに簡単な統計処理を
して結論を導くことを学ばせた年もある。このよう
な作業に拒否反応を示す参加者がいることを心配し
たが、判断の基準が明確で、得られたデータに自信
がもてたと好意的なアンケート回答が多くみられ
た。「考える」教育の基本として、重要な試みであっ
た。
　虎姫高校との連携講座はフロンティア・ハイス
クールの指定期間が過ぎても、本学事務局のバック
アップ（実習費の一部とTAの雇用経費の負担）によ
り存続することができた。それでも、成功の最大の
要因は、高校の先生方の熱心さである。最初に来学
されたI先生はDNAの実験を自分は大学で学んで
いないといって、事前に実験の研修に来られた。そ
のような姿勢が高校生に伝わっているのだろう、生
物の場合、毎年約20名の高校２年生が参加してい
る。講座終了後は担当教員が必ず本学に来られて、
3科目の窓口になっている本学教員と反省と次年度
の内容に関するミーティングを行っている。大学側
から可能なメニューを示し、アドバイスしており、

それを高校側が活かしている。このような作業が虎
姫高校との連携講座が持続している大きな原因と思
われる。さらに、各科目について教員が個別に対応
し、それを事務局がバックアップしているという体
制も大きい。なお、筆者は守山高校と同様のDNA
に関する連携講座を担当したが、残念ながら参加者
が少なく持続できなかった。同校の教員が熱心だっ
たのに惜しまれる。滋賀県南部の住民は京阪神に目
が向いているという県民性が高校生の意識にも強く
でているのかも知れない。また、筆者は他の高校で
講演も経験しているが、講義をお願いしますという
だけで、事前に内容の打ち合わせのない高校もあっ
た。このような状況では、講義の意図が受講者に伝
わらず、講義を行っても良い反応が得られたことは
ない。
　滋賀県内の高校で高大連携を成功させている例と
して、膳所高校と京都大学の関係があげられる。同
校では高校の放課後に希望する生徒を京都大学へ派
遣し授業を受けさせ、成績優良者には１単位（ただ
し増加単位）を与えている。さらに大学の研究室に
生徒を派遣し、本格的な実験を体験させたり、和歌
山県白浜にある京大の臨海試験所におけるサマース
クールを実施している。内容も理科系に偏らず、人
文社会系の講座も含まれている。同校は県内のスー
パーサイエンスハイスクールの指定校のひとつ（他
に彦根東高校）であり、その中心にこのような活動
をおいている。大津と京都大学という地理的に近い
ことのほか、同高校出身の京都大学スタッフが協力
しているところが連携講座を成功させた大きな要因
であろう。大学と高校側の個人的なつながりが成功
の要因であるという点はここでも実証されている。

３．大学として取り組むべきこと
　高大連携の最終目標が中等教育と高等教育の連続
性を目指すものなら、大学も積極的に高校生、中学
生への教育に関心をもち、知識普及を進めるべきで
ある。本学でも高大連携という潮流に乗り遅れまい
として、夏休みに「滋賀県内高校生徒を対象とする
大学連続講座」を開設するようになった。筆者も一
度担当し、熱心な高校生に接することができたが、
同講座が目的を達しているのかどうか疑問に思う点
も多い。その第一は悪しき平等主義がここでも現わ
れていることである。各学部・学科でプログラムを
作ることはいいとして、毎年の方針が一貫していな
いことである。担当教員と講義内容が年によって異
なると、講座の内容を高校側も評価しづらく、生徒
に推薦することが難しいだろう。高校生の参加者は
毎年変わるから、県立大学の連続講座を受講すれば
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何を学べるのかを高校側に示すべきである。講座の
レベルを一定にし、数年間は同一方針を続けるべき
である。第二には受験者確保という視点から見たと
き、連続講座を大学独自のフィロソフィーに基づく
入学生選抜と関係づける議論まで発展していないこ
とである。講座をプレ入試として位置づけ、優秀な
受講者に特典を与えるような制度を導入すればよ
い。そのためにも一定方針の持続が必要である。高
校のカリキュラムを検討し、何を提供すれば高校生
が興味を持つかをよく検討して内容を決定すべきで
ある。虎姫高校との高大連携は順調に発展し、フロ
ンティア・ハイスクール事業が終了した後も、講座
を継続することができた。本学連続講座を実施する
にあたって、虎姫高校との事例が参考になったかど
うか疑問である。少なくとも当事者である私は意見
を求められたことがない。AO入試の導入論議のよ
うに、このような事業もやっていますという安易な
方針、県当局へのポーズと思えてならない。
　では何を、どのようにして大学から高校側に働き
かければよいのか。さきに夏休みの連続講座の運営
には悪しき平等主義があると指摘したが、学科レベ
ルで論議しなければならないのは、今年は誰が担当
するかという分担の取り決めではなく、学科のアド
ミッションポリシー（この言葉は高校生にほとんど
理解されていないことを推薦入試の面接で感じる）、
学科の研究成果、教員の能力などを総合的に評価し
て、高大連携講座で発信すべき内容である。入学時
に必要な知識はもちろんのこと、学科の教育・研究
内容は高校のカリキュラムのどこを発展させて講座
の内容にすべきかを論議しなければならない。大切
なことは学科に任せて講座を実施するのではなく、
学科から提案された実施案を再構成して、大学レベ
ルで連続講座のプログラムを作ることである。そう
すれば、複数のプログラムを受講させ評価し、それ
らの成績をもとにした特別選抜、あるいは一般入試
にアドバンテージを認めるという入試制度も可能と
なるのではなかろうか。
　高大連携はわが国の中等教育と高等教育のギャッ
プを埋めること（決して入試レベルを下げるという
ことではない）が本来の目的であり、それが入試制
度の改革につながるという基本は忘れてはならな
い。

追記１
　筆者が関わった連携講座の参加者の中から、複数
の高校生が本学の推薦入試を受験し、合格している。

追記２
　この原稿の作成中、推薦・AO入試も学力を重視
せよという中教審の方針が報道された (2008年１月
22日 )。最近の入試のあり方についての論議に影響
は大きいと思われる（これもゆとり教育という反面
教師の成果だろうか？）。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Web Coated \050Ad\051)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 72
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 72
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Web Coated \(Ad\))
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice


